
１ 開会 

 事務局から会長・副会長についての議事が終わるまで、事務局が司会を行う

ことについて報告した。 

 

２ あいさつ 

 ・自治振興事務所長あいさつ 

 ・自治振興事務所職員自己紹介（部長、参事、担当、副担当） 

 

３ 事前勉強会 

 事務局から地域自治区制度を説明し、質疑応答を行った。 

 

４ 舟着地域協議会委員委嘱辞令交付式 

 委員４名へ委嘱辞令を交付した。 
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１ 開会 

２ あいさつ 

３ 事前勉強会 

４ 舟着地域協議会委員委嘱辞令交付式 

５ 議事 

  （１）会長・副会長について 

  （２）会議録署名人の選出について 

  （３）年間スケジュールについて 

６ その他 

  （１）令和６年度地域自治区予算事業について 

  （２）令和６年度地域活動交付金事業について 

  （３）令和５年度からの引き継ぎ事項について 

  （４）委員報酬について 

  （５）次回の舟着地域協議会について 

７ 閉会 



５ 議事 

 事務局から半数以上の委員が出席のため、新城市地域自治区条例８条の３項

の規定を満たし、会議が成立していることを報告した。 

 

（１）会長・副会長について 

 事務局から会長・副会長の役割及び会長・副会長の任期は、委員の任期によ

るものと規定されており、副会長は必要と認める人数を置くことができるとの

説明をした。会長は、山下修宏委員、副会長は、１人として荒川博明委員が引

き続き就任することについて協議を行い、異議はなかったため、決定した。 

 

（２）会議録署名人の選出について 

 会長から舟着地域協議会の会議録には、会長とは別に２名以上の委員の署名

が必要となるとの説明をした。名簿の番号順で２名ずつにすることについて協

議を行い、異議はなかったため、決定した。  

 

（３）年間スケジュールについて 

 事務局から令和６年度舟着地域協議会年間スケジュール（案）について説明

した。開催日程について協議を行った結果、一部日程を修正し、決定した。 

 

６ その他 

（１）令和６年度地域自治区予算事業について 

 事務局から令和６年度地域自治区予算事業について説明した。  

 

（２）令和６年度地域活動交付金事業について 

 事務局から令和６年度地域活動交付金事業について説明した。 

 

（３）令和５年度からの引き継ぎ事項について  

 事務局から令和５年度からの引き継ぎ事項について説明した。  

 

（４）委員報酬について 

 事務局から委員報酬、費用弁償（交通費）について説明した。 

 

（５）次回の舟着地域協議会について 

 会長から第２回舟着地域協議会は、５月２７日（月）午後７時３０分から鳥

原児童館で開催することを報告し、次回の地域自治区予算事業の検討にあたっ

て調査票の提出を依頼した。 

 

７ 閉会 

 会長から第１回舟着地域協議会の中で全体を通して意見や質問がないか確

認した。 
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 これから地域自治区予算事業を検討していくことになるが、地

域自治区予算は令和７年度に実施する事業となるので、今年度、す

ぐに実施したいことがあった場合に使えるような予備費という考

え方はないのか。 

 予備費という考え方はありませんが、当年度に緊急的に実施し

たい事業があった場合は、当年度予算の執行残額の中で可能な範

囲で追加建議を行い、実施することはあります。  

 組織としては予備費を用意して対応していくのが一般的ではな

いかと思う。自由に使える予算も必要だと思う。 

 そういった意見もあり、地域活動交付金と地域自治区予算の一

部を一本化した一括交付金を新体制となった舟着地区コミュニテ

ィ運営委員会へ交付するというものが、地域計画推進体制検討会

から提案されています。 

 地区に様々な役がある中に、また新しい組織を作るのか。  

 新体制となると増員が必要となりますが、舟着地区コミュニテ

ィ運営委員会は既存の組織ですので、増えるということはありま

せん。 

 予備費は何とかしてほしいと思う。 

 地域自治区制度として予備費という考え方ができません。 

 災害等によって緊急性があるものについては、それぞれの所管

課が直接実施するべきであるので、地域自治区予算は、地域が実施

したい事業を考えるものであって、あえて予備費を予算化する必

要はないと考えます。地域活動交付金についても地域活動団体へ

の交付金であるので、予備費という考え方はありません。  

 予算については理解したが、市としては地域自治区をどういっ

た組織という考え方なのか。 

 舟着地域は小学校区となったが、概ね中学校区単位でまとまり

をもった地域として市の予算を使って取組みや活動をしていくと

いうものです。市議会から予算のバラマキではないかとの意見も

あったが、それぞれの地域で地域計画を策定して、計画性、実行性

のある予算の使い方を行っているものとなります。  

 

 会長から地域協議会の内容について、舟着地域自治区地域協議会に関する運

営要綱第６条により、事務局で会議録を作成し、ホームページ等で公表するこ

とを報告した。 

 

（配布資料） 

次第、令和６年度舟着地域協議会年間スケジュール（案）、令和６年度舟着地域自治区予

算事業計画、令和６年度舟着地域活動交付金決定事業一覧、令和５年度からの引き継ぎ

事項 
 


